
もっと 

はんのう

市 会議
令和 7（2０25）年 2 月 １ 日号 No.１74

Point

P2 令和6年度飯能市一般会計補正予算（第5号）を可決
P5 13人の議員が一般質問



12月議会は、１１月29日から１2月１7日までの１9日間開かれ、
市長提出議案33件、その他2件について審議等を行い、全て議決しました。
１2月議会で議決した主な議案は、次のとおりです。

議案の審議 議案に対し大綱（根本的な事柄）で
審議します。 議案等の上程
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【議案第8１号】令和６年度飯能市一般会計補正予算（第５号）

【議案第8０号】 飯能市手話言語の普及及び障害の特性に応じた多様
な意思疎通手段の利用の促進に関する条例

【議案第9１号】公の施設の指定管理者の指定について
　　　　　　　（飯能市農林産物加工直売所）

•子ども医療給付事業

•移住定住支援補助事業

問 条例の概要は？

問 公募に至る経過と審査方法は？

問 増額の主な要因は？

問 補正の経緯と事業内容は？

答  基本理念は、手話は言語であり文化的所産であること、多様な意
思疎通手段を選択する機会が確保され、必要な情報を取得、利用
できることとし、障害の有無により分け隔てられることなく、相
互に人格と個性を尊重しあうことが重要であると定め、市の責務
並びに市民及び事業者の役割を明らかにし、誰もが安心して生活
できる地域共生社会の実現に寄与するもの。

答  募集要項の公表、現地説明会の実施後、8月に申請受付を行い、５
事業者から応募があった。選定委員会での書類審査、プレゼンテ
ーション、ヒアリングを行い、総合点数方式により合計点数が最
も高い事業者を候補者として選定した。

答  少子化により受給者数は減少しているものの、支給件数と１人当
たりの支給額が伸びていることやコロナ禍の受診控えが緩和した
こと、今年の夏は手足口病の流行があったことなどが影響している。

答  当初予算を超える申請があり、その後も要件に合致する方からの問
い合わせがあることから計上するもの。単身で移住した場合60万円、
世帯の場合100万円、さらに18歳未満の世帯員を帯同している場
合は３0万円を加算するもの。

☝ 全ての議案はこちらから



委員会の審査 各常任委員会に付託され、
詳細に審査します。議 決
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議案質疑を経て、議案は３つの常任委員会に付託され、詳細に審査しました。 

令和６年度飯能市岩沢南部
土地区画整理特別会計
補正予算（第２号）

公の施設の指定管理者の
指定について

（飯能市農林産物加工直売所）

問  小学校施設管理事業の内容
は？

問  道路照明灯、防犯灯の光熱水
費増額の積算内容は？

問  補正内容は？

問  中学校施設管理事業の内容
は？

問  放課後児童対策事業の補正内
容は？

問  今後の事業展開は？

答  台風の影響により雨漏り被害
が大きかった原市場小学校校
舎の６年生普通教室、給食室
周辺の屋上防水工事を行うも
の。

答  電気料金の値上げによる上昇
率と政府の補助政策「酷暑乗
り切り緊急支援」が終了した
後の不足分を見込んで積算し
たもの。

答  阿須小久保線と川寺岩沢線の
交差点付近の雨水対策工事を
行うもので、1時間当たり５0
～60㎜ の大雨でも住民生活に
影響がでないよう対策をする
もの。

答  台風の影響により加治中学校
屋内運動場の壁から雨水が浸
透したことから内部壁張替え
工事、雨漏りの発生した校舎
の屋上防水工事を実施するも
の。

答  委託料の改定、美杉台児童ク
ラブ室１支援単位と整備中の
飯能第一小学校区１施設の増
設を見込んだこと、利用児童
数の増加から増額したもの。

答  指定管理者がさわらびの湯と
同一となるので、グランピング、
テントサウナ、バーベキュー
等の事業と併せて、双方の施
設の強みを生かして独自の事
業を行っていくもの。

総 務 教 育
委 員 会

生 活 福 祉
委 員 会

経 済 建 設
委 員 会

委 員 長 椙田　博之
副委員長 長谷川順子
委　　員 武田　一宏

中元　　太
新井　　巧

委 員 長 関田　直子
副委員長 熊田　尚子
委　　員 パタソンひとみ

金子　敏江
加藤由貴夫
鳥居　誠明

委 員 長 坂井　悦子
副委員長 栗原　義幸
委　　員 野口　和彦

滝沢　　修
加涌　弘貴
野田　直人

令和６年度飯能市一般会計補正予算（第５号）

令和６年度飯能市一般会計補正予算（第５号）



令和6年12月定例会　議決結果
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■賛否が分かれた議案

■全会一致の議案

※表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員

※野田議員は議長のため、採決には加わっていません。

議案
番号

議席番号・議員名

議　案　名

１ 2 3 4 5 ６ 7 8 １０ １2 １3 １4 １5 １６ １7 １8 １9

議決結果
熊
田　
尚
子

長
谷
川
順
子

武
田　
一
宏

パ
タ
ソ
ン
ひ
と
み

坂
井　
悦
子

栗
原　
義
幸

中
元　
　
太

関
田　
直
子

野
口　
和
彦

椙
田　
博
之

滝
沢　
　
修

新
井　
　
巧

金
子　
敏
江

加
藤
由
貴
夫

鳥
居　
誠
明

加
涌　
弘
貴

野
田　
直
人

87 令和６年度飯能市介護保険特別会計補正予算（第３号） ○ × ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ － 原案可決

9６ 飯能市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改
正する条例 ○ ○ ○ ○ × ○ 〇 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 原案可決

97 飯能市の市長、副市長及び教育長の給与等に関する条例の一部を改
正する条例 ○ ○ ○ ○ × ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 原案可決

議案
番号 議　案　名 議決結果

78 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度飯能市一般会計補正予算（第４号）） 承　　認
79 飯能市手数料条例の一部を改正する条例 原案可決
8０ 飯能市手話言語の普及及び障害の特性に応じた多様な意思疎通手段の利用の促進に関する条例 原案可決
8１ 令和６年度飯能市一般会計補正予算（第５号） 原案可決
82 令和６年度飯能市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
83 令和６年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第２号） 原案可決
84 令和６年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計補正予算（第２号） 原案可決
85 令和６年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計補正予算（第２号） 原案可決
8６ 令和６年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計補正予算（第２号） 原案可決
88 令和６年度飯能市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
89 令和６年度飯能市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
9０ 令和６年度飯能市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
9１ 公の施設の指定管理者の指定について（飯能市農林産物加工直売所） 原案可決
92 市道路線の認定について（大字中山地内） 原案可決
93 市道路線の認定について（永田台三丁目地内） 原案可決
94 市道路線の廃止について（大字岩沢地内） 原案可決
95 市道路線の認定について（大字岩沢地内） 原案可決
98 飯能市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
99 令和６年度飯能市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

１００ 令和６年度飯能市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決
１０１ 令和６年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第３号） 原案可決
１０2 令和６年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計補正予算（第３号） 原案可決
１０3 令和６年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計補正予算（第３号） 原案可決
１０4 令和６年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計補正予算（第３号） 原案可決
１０5 令和６年度飯能市介護保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決
１０６ 令和６年度飯能市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決
１０7 令和６年度飯能市訪問看護ステーション特別会計補正予算（第１号） 原案可決
１０8 令和６年度飯能市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
１０9 令和６年度飯能市下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

諮問2 人権擁護委員候補者の推薦について（加藤　栄子 氏） 異議はない
特定事件の閉会中における継続審査申し出の件（総務教育委員会・生活福祉委員会・経済建設委員会） 申出書のとおり
議員派遣の件 派　　遣

人
事
案
件

　
人
権
擁
護
委
員
加
藤
栄
子

氏
が
令
和
7
年
3
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
の

で
、
引
き
続
き
同
氏
を
推
薦

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
員

異
議
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て加藤 栄子  氏
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一 般 質 問

一　 般　 質　 問

市政に対する

飯能市イメージキャラクター
夢馬（むーま）

　一般質問とは、市の行政全般について市長（執行部）に対し、議員がそれぞれの視点から質問し、
説明を求めるものです。
　質問する議員は、質問内容を事前に通告します。本会議における持ち時間は１人６０分以内です。
　原稿は、質問者自らが執筆したものを発言順に掲載しています。今回は１3人の議員が登壇しま
した。
　一般質問の様子は、インターネット録画配信をしています。掲載されている二次元コードから、
該当議員の動画をご覧いただけます。

（　　　）の中は会派名です。

	

１１
月
２４
日
に
行
っ
た
ア
ー
バ
ン
ス
ポ

ー
ツ
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
の
影
響
は
。

	

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
市
が
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
上

回
る
効
果
が
あ
る
。

	

山
手
町
用
地
は
な
ぜ
有
効
活
用
し
な

い
の
か
。

	

時
間
貸
し
駐
車
場
な
ど
を
考
え
て
い

る
。
早
期
に
実
現
し
た
い
。

	

７０
年
以
上
昔
の
計
画
で
あ
る
久
下
六

道
線
改
良
は
積
極
的
賛
成
者
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
の
に
な
ぜ
こ
だ
わ
る
の

か
。

	

「
飯
能
ま
ち
な
か
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

	

や
る
な
ら
ば
、
区
画
整
理
事
業
を
一

つ
く
ら
い
終
わ
ら
せ
て
か
ら
に
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

	
「
国
庫
補
助
金
」
を
活
用
し
て
財
源

の
確
保
に
努
め
た
い
。

	

加
治
小
学
校
北
側
交
差
点
は
ま
だ
改

良
工
事
で
き
な
い
の
か
。

	

今
年
度
中
に
完
成
す
る
よ
う
に
ス
ク

ラ
ン
ブ
ル
化
工
事
を
行
う
。

問答問答問答問答問答

	

Ａ
Ｇ
Ｃ
脇
の
市
道
の
改
良
工
事
の
進

捗
は
。

	

設
計
の
確
認
、
Ａ
Ｇ
Ｃ
と
合
意
が
で

き
れ
ば
、
令
和
８
年
に
は
工
事
着
手

の
見
込
み
。
完
成
は
着
手
か
ら
１
年

の
予
定
で
あ
る
。

	

不
登
校
支
援
に
つ
い
て
は
、
学
校
に

行
か
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で

は
な
く
、
学
び
の
多
様
性
を
考
え
て

い
く
べ
き
と
思
う
が
。

	

そ
の
第
一
と
し
て
学
校
が
学
び
の
多

様
性
を
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。

問答問答

加治小北側交差点
（本人撮影）

アーバンスポーツエキシビション
出典：飯能フィールドスポーツ協会

椙
田
　
博
之
（
無
所
属
）

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ

ン
の
影
響
・
山
手
町
用
地
・
加
治
小

北
側
交
差
点
・
不
登
校
問
題
の
件
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一 般 質 問

野
口
　
和
彦
（
参
政
党
）

第
６
次
飯
能
市
総
合
振
興
計
画

飯
能
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

２０
年
後
の
目
標
人
口
設
定
に
つ
い
て

緊
の
課
題
で
あ
る
。
改
め
て
交
通
安

全
計
画
を
策
定
し
、
対
策
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

	

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
総
合
振

興
計
画
を
基
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

	

高
齢
者
の
ひ
と
り
住
ま
い
世
帯
が
増

加
し
て
い
る
。
終
活
支
援
と
し
て
亡

く
な
ら
れ
た
後
の
対
応
を
円
滑
に
す

る
た
め
、
当
事
者
の
情
報
を
登
録
す

る
終
活
事
業
が
有
効
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
本
市
の
見
解
は
。

	

先
進
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
、
研

究
し
た
い
。

答問答

出典：飯能市人口ビジョン

出典：総務省

	

飯
能
市
の
３６
年
後
の
人
口
推
計
は
４

６
，
７
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
。
令

和
８
年
度
か
ら
の
新
た
な
計
画
の
策

定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
状
況
。
第
６
次
飯
能
市
総
合

振
興
計
画
は
１０
年
間
の
基
本
構
想
の

の
策
定
と
な
り
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
は
概
ね
２０
年
先
を
見
据
え

た
も
の
と
し
た
計
画
と
な
る
の
で
目

標
人
口
の
設
定
は
当
然
両
計
画
の
整

合
性
を
図
る
た
め
に
長
い
見
通
し
と

な
る
２０
年
先
を
見
据
え
た
設
定
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
飯
能
市
の
目
標
人

口
は
何
人
に
す
る
予
定
な
の
か
伺
う
。

	

本
市
の
推
計
人
口
は
、
２０
年
後
の
令

和
２７
年
が
６
６
，
６
３
５
人
と
な
っ

て
お
り
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

	

年
齢
別
の
目
標
人
口
も
設
定
す
べ
き

と
思
う
が
い
か
が
か
。

	

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

	

地
区
別
の
目
標
人
口
も
設
定
す
べ
き

と
思
う
が
い
か
が
か
。

	

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

	

市
長
が
具
体
的
な
数
値
を
掲
げ
て
戦

問答問答問答問

略
的
な
計
画
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば

現
状
と
同
じ
く
人
口
が
減
り
続
け
る

可
能
性
が
高
い
と
指
摘
す
る
。
個
人

的
に
は
２０
年
後
の
目
標
人
口
は
７
万

人
と
し
平
均
年
齢
１０
歳
若
返
る
目
標

に
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
　
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
意
思
と

し
て
し
っ
か
り
と
数
字
で
示
し
た
方

が
良
い
と
考
え
る
。
改
め
て
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

	

今
後
の
予
測
値
な
ど
を
見
極
め
、
客

観
的
な
視
点
を
持
ち
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

答

	

地
域
の
活
性
化
策
と
し
て
、
二
地
域

居
住
の
促
進
は
、
国
で
も
法
を
改
正

し
、
後
押
し
を
始
め
た
。
本
市
な
ら

で
は
の
特
徴
と
利
点
を
活
か
し
た
取

り
組
み
と
し
て
有
効
な
も
の
と
考
え

る
。
本
市
の
見
解
は
。

	

本
市
の
持
つ
特
性
は
、
二
地
域
居
住

を
促
進
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
と
考

え
る
が
国
、
県
の
動
向
を
注
視
し
、

調
査
、
研
究
し
た
い
。

	

山
間
地
域
に
お
け
る
人
口
減
少
と
住

民
の
高
齢
化
は
、
各
種
生
活
機
能
の

低
下
や
空
き
家
の
増
加
、
移
動
交
通

の
不
足
、
担
い
手
の
確
保
等
、
多
く

の
課
題
が
あ
る
。
集
落
等
の
維
持
、

活
性
化
へ
の
対
策
と
し
て
、
集
落
支

援
員
の
設
置
に
よ
る
制
度
を
導
入
し

て
は
い
か
が
か
。
本
市
の
見
解
は
。

	
課
題
の
解
決
に
は
地
域
の
実
情
を
地

域
住
民
と
と
も
に
さ
ら
に
把
握
す
る

こ
と
が
必
要
。
導
入
に
向
け
て
は
市

の
組
織
の
あ
り
方
を
含
め
て
総
合
的

に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

	

本
市
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策
は
喫

問答問答問

栗
原
　
義
幸
（
公
明
党
）

二
地
域
居
住
の
促
進
、
集
落
支
援
員

制
度
、
交
通
安
全
計
画
の
策
定
、

高
齢
者
単
身
世
帯
へ
の
終
活
支
援
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一 般 質 問

第
一
小
増
設
の
ク
ラ
ブ
に
は
ト
イ
レ

を
設
置
し
な
い
た
め
、
子
ど
も
１
１

１
名
、
ス
タ
ッ
フ
１０
名
の
約
１
２
０

名
が
２
基
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

学
校
と
の
ト
イ
レ
等
利
用
の
協
議
の

進
捗
状
況
と
利
用
す
る
子
ど
も
や
保

護
者
と
の
協
議
の
予
定
は
。

学
校
へ
施
設
利
用
の
協
力
を
依
頼
し

た
。
運
営
者
と
は
協
議
し
て
い
る
。

運
営
者
側
で
保
護
者
、
支
援
員
の
声

を
集
約
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

山
間
地
域
の
生
徒
た
ち
が
安
心
し
て

通
学
で
き
る
よ
う
、
通
学
手
段
の
充

実
と
公
費
で
の
負
担
を
求
め
る
が
。

国
の
基
準
以
上
の
補
助
を
継
続
し
て

い
る
。
市
も
地
域
の
交
通
課
題
と
公

共
交
通
の
充
実
に
取
り
組
む
が
、
財

政
負
担
や
運
転
手
不
足
が
課
題
。

下
赤
工
川
等
の
砂
防
施
設
の
進
捗
は
。

管
理
用
道
路
と
の
現
地
の
高
低
差
が

大
き
い
た
め
、
再
度
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。
案
が
ま
と
ま
り
次
第
、
改

め
て
説
明
会
を
開
催
す
る
。

阿
須
山
中
の
大
規
模
太
陽
光
発
電
の

問答問答問答問

全
て
の
売
電
収
入
を
取
得
、
か
つ
地

位
を
承
継
し
た
事
業
者
は
ど
こ
か
。

令
和
６
年
６
月
定
例
会
前
の
全
員
協

議
会
等
で
説
明
し
た
と
お
り
。

事
業
承
継
者
の
大
和
リ
ー
ス
と
市
は

契
約
の
際
、
値
上
げ
交
渉
は
し
た
か
。

交
渉
は
し
て
い
な
い
。

な
ぜ
、
値
上
げ
交
渉
を
し
な
か
っ
た

の
か
。

事
業
提
案
に
基
づ
き
締
結
、
２０
年
間

の
賃
借
料
も
提
案
に
基
づ
き
決
定
し

て
い
る
。
契
約
は
新
規
で
は
な
く
継

続
の
扱
い
で
変
更
契
約
書
を
締
結
。

答問答問答

昨
今
の
新
手
の
犯
行
に
「
犯
罪
の
機

会
を
つ
く
ら
せ
な
い
、
与
え
な
い
」

た
め
の
取
り
組
み
は
。

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
や
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
、
ガ
ラ
ス
防
犯
フ
ィ
ル
ム
を
貼

る
こ
と
や
玄
関
や
窓
に
補
助
鍵
を
取

り
付
け
る
な
ど
の
防
犯
対
策
の
啓
発
。

防
犯
カ
メ
ラ
補
助
金
の
進
捗
状
況
は
。

１１
月
末
現
在
で
９
自
治
会
か
ら
の
申

請
状
況
で
、
相
談
も
頂
い
て
い
る
。

交
通
騒
音
の
発
生
に
対
す
る
１
１
０

番
通
報
が
年
間
１
，
０
０
０
件
以
上

と
な
っ
て
い
る
状
態
へ
の
対
策
は
。

市
で
は
路
面
標
示
や
道
路
照
明
灯
な

ど
の
施
設
管
理
や
啓
発
活
動
を
行
い

市
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
取
り
組
み

警
察
と
連
携
し
い
く
。

農
地
中
間
管
理
機
構
一
本
化
の
農
地

集
約
化
で
今
後
の
本
市
の
農
業
の
影

響
や
計
画
は
。

農
地
所
有
者
及
び
耕
作
者
、
関
係
者

と
１０
年
後
を
見
据
え
た
地
域
計
画
を

策
定
し
、
集
約
化
に
よ
る
作
業
効
率

の
向
上
、
手
続
き
の
簡
素
化
、
農
地

問答問答問答問答

保
全
や
遊
休
農
地
の
解
消
、
マ
ッ
チ

ン
グ
の
促
進
に
繋
げ
取
り
組
む
。

学
校
給
食
の
質
の
保
全
向
上
に
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
取
り
組
み
は
。

低
農
薬
や
減
農
薬
、
特
別
栽
培
の
野

菜
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。

提
案
し
て
い
た
ブ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
飯
能
市
版
に
工
夫

さ
れ
ブ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
の
実
施
の
取
り
組
み
は
。

動
画
を
活
用
し
読
書
の
機
会
創
出
を

目
的
に
児
童
生
徒
に
実
施
し
て
お
り
、

効
果
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

問答問答

出典：農地集約化公益財団法人群馬県
農業公社ＨＰ

第一小学校に増設した放課後児童クラブ（本人撮影）

長
谷
川
　
順
子
（
無
所
属
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
ト
イ
レ
問
題

山
間
地
の
登
下
校
対
策　
防
災
対
策

阿
須
山
中
の
事
業
破
綻
に
つ
い
て

パ
タ
ソ
ン
　
ひ
と
み
（
参
政
党
）

防
犯
の
ま
ち
づ
く
り　
交
通
対
策　

農
地
集
約
化　
学
校
給
食

ブ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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し
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
係
る

基
本
方
針
に
沿
っ
て
公
募
と
し
た
。

	

管
理
運
営
と
地
域
と
の
結
び
つ
き
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
を
伺
う
。

	

常
に
地
域
と
利
用
者
の
声
に
耳
を
傾

け
た
管
理
運
営
に
よ
り
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
。

	

近
隣
自
治
体
と
共
に
国
に
対
し
不
正

改
造
車
両
の
規
制
に
関
す
る
要
望
を

さ
れ
て
は
。

	

近
隣
自
治
体
で
は
相
談
数
が
少
な
く

警
察
の
取
締
り
で
改
善
が
図
れ
る
と

の
考
え
か
ら
実
現
は
難
し
い
。

問答問答

の
対
応
。
再
委
託
先
も
含
め
適
切
な

指
定
管
理
体
制
か
、
市
の
認
識
は
。

	

ケ
ー
ス
を
確
認
。
情
報
共
有
、
連
携

体
制
を
整
え
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る

こ
と
が
重
要
。

	

岩
沢
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
水
溜
ま

り
も
大
会
前
し
か
整
備
さ
れ
ず
。
税

を
投
入
し
た
指
定
管
理
に
、
市
は
誰

の
為
の
ど
ん
な
基
準
を
求
め
る
の
か
。

	

利
用
者
目
線
に
立
っ
た
運
営
が
重
要
。

役
割
分
担
し
責
務
を
実
施
す
る
。

	

今
後
の
評
価
方
法
の
考
え
方
は
。

	

継
続
的
に
検
討
、
必
要
あ
れ
ば
改
善
。

答問答問答

	

９
月
定
例
会
に
て
岩
沢
南
北
区
画
整

理
事
業
延
長
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

現
在
の
検
討
内
容
を
伺
う
。

	

清
算
期
間
を
含
め
て
１５
年
程
度
の
事

業
期
間
を
延
長
す
る
計
画
変
更
に
向

け
、
国
、
県
と
の
調
整
を
進
め
て
い

る
。
令
和
７
年
度
前
半
ま
で
に
変
更

手
続
き
を
完
了
す
る
見
込
み
。

	

使
用
収
益
が
開
始
さ
れ
た
土
地
か
ら

清
算
金
の
徴
収
交
付
が
で
き
る
特
例

措
置
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

伺
う
。

	

土
地
区
画
整
理
法
で
仮
換
地
指
定
後

の
必
要
が
あ
る
場
合
に
将
来
の
清
算

金
を
想
定
し
算
定
し
た
仮
の
清
算
金

を
徴
収
交
付
し
、
換
地
処
分
後
に
最

終
的
な
清
算
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
も
、
手
続
が
煩
雑
で
制
度
運
用

の
実
績
が
他
の
自
治
体
で
も
無
い
の

が
実
情
。

	

ノ
ー
ラ
名
栗
指
定
管
理
事
業
者
を
公

募
し
た
経
緯
を
伺
う
。

	

幅
広
く
事
業
提
案
を
募
る
こ
と
で
、

更
な
る
魅
力
的
な
施
設
運
営
を
期
待

問答問答問答

同じ場所に水が溜まり使用に支障があった
岩沢多目的グラウンド（本人撮影）

	

道
の
駅
登
録
や
集
客
、
近
隣
施
設
と

の
連
携
な
ど
具
体
化
し
な
け
れ
ば
市

民
に
理
解
さ
れ
な
い
の
で
は
。

	

今
後
実
施
す
る
調
査
、
専
門
家
の
知

見
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

	

民
設
民
営
は
評
価
さ
れ
る
と
考
え
る

が
、
運
営
会
社
の
選
定
や
事
業
者
の

確
保
な
ど
課
題
は
多
い
。
道
の
駅
整

備
実
現
に
向
け
た
市
長
の
考
え
は
。

	

精
明
地
区
の
活
性
化
に
資
す
る
と
確

信
。
実
現
を
目
指
す
。

	

立
地
適
正
化
計
画
は
策
定
に
よ
る
国

の
支
援
以
外
に
も
、
利
点
等
を
示
し

市
民
か
ら
意
見
を
得
る
べ
き
で
は
。

	

本
市
の
特
性
や
課
題
に
適
し
た
検
討

を
し
、
市
民
の
意
見
も
反
映
さ
せ
る
。

	

バ
ス
路
線
網
と
住
居
地
域
の
検
討
に

お
い
て
、
路
線
維
持
へ
の
考
え
は
。

	
地
域
公
共
交
通
計
画
と
連
携
し
バ
ス

路
線
の
最
適
化
を
視
野
に
持
続
可
能

性
を
目
指
す
。

	

市
民
体
育
館
の
雨
漏
り
を
指
定
管
理

者
が
緊
急
修
繕
す
る
事
が
決
定
し
た

が
、
長
期
放
置
さ
れ
市
が
指
示
し
て

問答問答問答問答問

一 般 質 問

原市場自治連交通安全啓発（本人撮影）

関
田
　
直
子
（
ネ
ク
ス
ト
は
ん
の
う
）

土
地
区
画
整
理
事
業
の
見
通
し

ノ
ー
ラ
名
栗
の
今
後
の
展
開

自
動
車
の
危
険
走
行
と
騒
音

坂
井
　
悦
子
（
日
本
維
新
の
会
）

道
の
駅

立
地
適
正
化
計
画

指
定
管
理
者
に
つ
い
て
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市
街
化
区
域
の
住
民
に
は
固
定
資
産

税
と
は
別
に
、
目
的
税
と
し
て
都
市

計
画
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
。
税
の

公
平
さ
を
め
ぐ
る
住
民
の
疑
問
や
不

満
か
ら
、
近
年
、
廃
止
す
る
自
治
体

が
増
え
て
い
る
。
課
税
の
根
拠
も
受

益
者
負
担
金
と
し
て
具
体
的
な
受
益

と
負
担
関
係
に
は
な
く
、
普
通
税
と

区
別
で
き
な
い
。
私
た
ち
が
実
施
し

た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
７６
％
の
方

が
生
活
が
苦
し
い
と
回
答
し
、
物
価

高
や
税
負
担
を
あ
げ
て
い
る
。
市
民

生
活
が
厳
し
い
中
で
、
自
治
体
の
裁

量
で
課
税
し
て
い
る
都
市
計
画
税
の

減
税
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

	

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
都
市
計
画
事

業
に
お
い
て
、
個
々
の
市
町
村
が
慎

重
に
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

全
国
で
課
税
し
て
い
る
自
治
体
は
３７

％
で
あ
る
。
課
税
す
る
か
し
な
い
か

及
び
税
率
は
、
地
方
税
法
で
定
め
る

制
限
税
率
の
範
囲
内
で
決
定
す
べ
き

も
の
と
考
え
て
い
る
。

	

制
限
税
率
の
範
囲
内
と
い
う
が
飯
能

問答問

市
は
最
高
税
率
を
課
税
し
て
い
る
。

市
街
化
区
域
の
住
民
が
最
も
恩
恵
を

受
け
て
い
る
の
が
下
水
道
事
業
で
、

受
益
者
負
担
的
な
も
の
。
し
か
し
、

下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ
論
議
で
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
減
額

し
て
い
く
と
い
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

都
市
計
画
税
減
税
と
セ
ッ
ト
で
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

	

下
水
道
事
業
へ
の
繰
出
金
が
減
額
と

な
っ
た
場
合
で
も
、
区
画
整
理
事
業

や
街
路
事
業
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
、
減
税
は
考
え
て
い
な
い
。

答

全国の都市計画税の課税状況（本人作成）

	

自
前
の
水
源
で
市
民
の
水
道
水
を
賄

え
る
の
は
県
内
で
秩
父
市
と
飯
能
市

だ
け
。
長
年
の
市
民
運
動
と
議
会
質

問
に
よ
っ
て
、
令
和
２
年
４
月
か
ら

飯
能
市
と
県
と
の
間
で
県
水
受
水
協

定
を
見
直
し
、
日
量
５
，
５
０
０
ｔ

か
ら
日
量
３
，
５
０
０
ｔ
に
減
量
で

き
た
。
県
水
が
給
水
さ
れ
て
い
る
地

域
（
美
杉
台
６
・
７
丁
目
、
茜
台
、

下
畑
、
岩
渕
、
矢
颪
、
征
矢
町
、
阿

須
、
落
合
）
で
県
水
割
合
６５
％
が
５０

％
に
縮
減
で
き
た
。
し
か
し
、
県
水

を
さ
ら
に
減
量
し
飯
能
の
水
を
守
る

た
め
に
は
本
郷
浄
水
場
の
建
て
替
え

が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
。
市
は
本
郷

浄
水
場
を
休
止
し
て
県
水
に
置
き
換

え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま

で
は
県
水
５０
％
が
固
定
化
し
て
し
ま

う
。

　
　
そ
こ
で
令
和
７
年
３
月
か
ら
１０
年
間
、

本
郷
浄
水
場
の
水
利
権
が
更
新
さ
れ

る
。
こ
の
１０
年
間
に
、
飯
能
の
将
来

を
見
据
え
、
県
水
の
さ
ら
な
る
減
量

と
一
体
で
本
郷
浄
水
場
の
施
設
更
新

問

計
画
を
位
置
付
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

策
定
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る
。
長
期

的
な
視
野
で
水
源
の
水
を
守
る
こ
と

が
市
の
使
命
で
は
な
い
か
。

	

本
郷
浄
水
場
は
昭
和
３１
年
９
月
９
日

第
１
期
拡
張
事
業
で
国
の
認
可
を
受

け
、
昭
和
３５
年
８
月
に
給
水
を
開
始

し
た
。
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
修

繕
と
保
守
点
検
、
運
転
等
に
細
心
の

注
意
を
払
い
稼
働
さ
せ
て
い
る
状
況
。

市
で
は
浄
水
機
能
を
小
岩
井
浄
水
場

に
一
元
化
す
る
た
め
の
再
構
築
事
業

を
進
め
て
き
た
。
本
郷
浄
水
場
は

「
休
止
」
の
位
置
づ
け
と
し
た
い
。

答

県水５０％の水道水を配水するクリーンセンター
西側の大河原配水施設（本人撮影）

一 般 質 問

新
井
　
　
巧
（
日
本
共
産
党
）

厳
し
い
市
民
生
活
を
市
独
自
に
応
援

で
き
る
都
市
計
画
税
の
減
税
を

金
子
　
敏
江
（
日
本
共
産
党
）

将
来
を
見
据
え
、
本
郷
浄
水
場
の
施

設
更
新
を
視
野
に
入
れ
た
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
策
定
の
検
討
を
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児
童
ク
ラ
ブ
増
設
の
学
校
施
設
シ
ェ

ア
等
の
検
討
状
況
は
。

	

学
校
運
営
上
現
時
点
で
シ
ェ
ア
は
難

し
い
。
４
月
に
向
け
近
隣
の
公
共
施

設
等
の
暫
定
的
な
利
用
を
検
討
。

	

未
耐
震
・
老
朽
化
の
激
し
い
浅
間
保

育
所
の
耐
震
・
建
替
え
の
検
討
は
。

	

本
年
度
策
定
中
の
公
立
保
育
所
の
あ

り
方
に
関
す
る
基
本
方
針
の
中
で
も

優
先
的
に
見
直
す
べ
き
施
設
と
し
て
、

私
立
保
育
園
等
の
活
用
も
視
野
に
今

後
の
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

答問答

	

阿
須
小
久
保
線
の
全
線
開
通
の
目
途

が
た
っ
て
き
た
。
東
飯
能
駅
前
通
り

線
と
繋
が
り
、
双
柳
、
岩
沢
地
域
の

道
路
交
通
網
が
広
が
る
。
区
画
整
理

事
業
も
進
み
、
若
い
方
も
増
え
て
い

る
よ
う
だ
。
沿
道
に
店
舗
の
立
地
も

進
む
の
で
は
な
い
か
。
高
齢
の
方
も

若
者
や
家
族
ず
れ
も
安
心
し
て
楽
し

く
歩
け
る
街
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。
都
市
計
画
の
変
更

は
あ
る
の
か
。

	

阿
須
小
久
保
線
沿
道
の
用
途
地
域
を

主
に
第
一
種
住
居
地
域
と
し
て
お
り

３
，
０
０
０
㎡
以
下
の
店
舗
、
飲
食

店
の
立
地
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

元
加
治
駅
南
口
駅
前
通
り
線
や
川
寺

岩
沢
線
、
双
柳
岩
沢
線
な
ど
の
沿
道

の
用
途
地
域
も
第
一
種
住
居
地
域
へ

の
用
途
変
更
を
検
討
し
て
い
る
。

	

岩
沢
北
部
、
南
部
地
区
の
区
画
整
理

は
事
業
計
画
変
更
後
１６
年
が
経
過
し

た
。
事
業
計
画
の
延
伸
も
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
事
業
の
現
在
の
進
捗
状

況
は
。

問答問

	

阿
須
小
久
保
線
は
岩
沢
工
区
を
令
和

８
年
３
月
の
開
通
を
目
途
と
し
て
い

る
。
東
側
と
西
側
を
縦
断
す
る
準
幹

線
は
下
水
道
幹
線
整
備
と
調
整
し
な

が
ら
進
め
て
い
る
。
こ
の
事
に
よ
り

枝
線
の
整
備
効
果
も
現
れ
て
く
る
。

	
幹
線
、
枝
線
の
整
備
を
進
め
る
と
の

事
だ
が
、
情
報
を
知
ら
な
い
住
民
の

方
も
多
い
。
丁
寧
な
説
明
が
必
要
で

は
な
い
か
。

	

事
業
期
間
や
開
通
時
期
な
ど
の
重
要

な
情
報
を
分
か
り
や
す
い
内
容
で
周

知
で
き
る
よ
う
留
意
し
て
取
組
む
。

答問答

阿須小久保線岩沢陸橋北側（本人撮影）

公立保育所耐震化（本人撮影）

	

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の
支

援
員
配
置
と
今
後
の
整
備
は
。

	

中
学
校
か
ら
で
き
る
だ
け
多
く
の
学

校
に
、
寄
り
添
っ
た
支
援
が
で
き
る

方
を
配
置
す
る
。
様
々
な
活
動
が
で

き
る
環
境
を
整
え
な
が
ら
、
職
員
へ

の
情
報
共
有
と
研
修
に
努
め
る
。

	

一
人
一
人
の
こ
ど
も
の
状
況
の
変
化

に
あ
わ
せ
た
相
談
体
制
の
強
化
を
。

	

よ
り
き
め
細
や
か
な
相
談
体
制
を
構

築
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
る
。

	

不
登
校
の
相
談
場
所
や
多
様
な
居
場

所
の
わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
。
保

護
者
の
居
場
所
整
備
を
。

	

よ
り
わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
努

め
る
。
保
護
者
の
居
場
所
づ
く
り
は

研
究
を
進
め
る
。

	
ひ
き
こ
も
り
支
援
へ
民
間
や
社
会
福

祉
協
議
会
等
と
協
力
し
相
談
・
居
場

所
・
自
立
支
援
へ
の
体
制
作
り
を
。

	

行
政
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な

い
と
認
識
。
様
々
な
機
関
と
連
携
し

体
制
づ
く
り
も
含
め
対
応
を
進
め
る
。

	

適
正
人
数
を
超
え
た
双
柳
小
放
課
後

問答問答問答問答問

一 般 質 問

滝
沢
　
　
修
（
日
本
共
産
党
）

岩
沢
北
部
・
南
部
地
区
の
区
画
整
理

と
都
市
計
画
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
事
業
の
現
状
説
明
を

熊
田
　
尚
子
（
公
明
党
）

不
登
校
支
援
・
保
育
所
の
耐
震
化

ひ
き
こ
も
り
支
援
施
策

双
柳
小
学
校
区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
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物
価
高
の
中
、
手
取
り
が
増
え
る
の

は
良
い
こ
と
だ
が
国
と
地
方
公
共
団

体
は
税
減
収
に
な
る
。
影
響
額
は
。

	

１
０
３
万
円
を
１
７
８
万
円
ま
で
引

上
げ
た
場
合
は
約
１３
億
４
千
万
円
、

１
６
０
万
円
ま
で
引
上
げ
た
場
合
は

約
１０
億
７
千
万
円
、
１
３
０
万
円
ま

で
引
上
げ
た
場
合
は
約
５
億
４
千
万

円
、
減
収
に
な
る
見
込
み
。
大
幅
減

収
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
も
か
な
り
の

影
響
が
生
じ
る
と
懸
念
し
て
い
る
。

	

住
宅
強
盗
事
件
や
闇
バ
イ
ト
が
横
行

し
て
い
る
。
防
犯
設
備
購
入
の
補
助

金
制
度
設
置
は
で
き
な
い
か
。

	

補
助
金
制
度
に
つ
い
て
は
難
し
い
。

	

高
齢
化
す
る
闇
バ
イ
ト
の
対
策
は
。

	

高
齢
者
向
け
注
意
喚
起
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
広
報
等
で
周
知
を
考
え
る
。

	

子
ど
も
た
ち
教
育
現
場
の
対
応
は
。

	

生
徒
、
保
護
者
へ
の
啓
発
活
動
、
情

報
モ
ラ
ル
能
力
の
育
成
に
取
組
ん
で

い
る
。
積
極
的
な
生
徒
指
導
に
努
め

る
。

	

念
願
の
「
飯
能
市
手
話
言
語
の
普
及

問答問答問答問答問

お
よ
び
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
多
様

な
意
思
疎
通
手
段
の
利
用
の
促
進
に

関
す
る
条
例
」
が
出
さ
れ
た
が
。

	

飯
能
市
聴
覚
障
害
者
の
会
、
手
話
サ

ー
ク
ル
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
審

議
会
等
と
丁
寧
に
検
討
を
重
ね
た
。

全
て
の
障
害
に
対
応
し
た
意
思
疎
通

に
関
す
る
条
例
も
一
体
的
に
し
た
。

障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個

性
を
尊
重
し
合
い
、
共
に
生
き
る
地

域
社
会
を
実
現
す
る
と
し
た
条
例
と

し
た
。
制
定
を
機
に
新
規
、
既
存
取

組
を
拡
充
し
、
総
合
的
に
推
進
し
て

い
く
。

答

釣りで「ひきこもり」支援　出典：釣具新聞

出張授業　出典：飯能市

博物館外観　出典：飯能市

	

文
化
庁
に
認
定
さ
れ
た
文
化
財
保
存

活
用
地
域
計
画
に
お
け
る
「
活
用
」

に
係
る
喫
緊
の
課
題
と
は
。

	

後
世
に
繋
げ
る
た
め
の
、
歴
史
的
文

化
的
価
値
が
適
切
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

	

学
校
教
育
で
将
来
の
地
域
の
担
い
手

と
な
る
児
童
生
徒
に
地
域
遺
産
を
学

ぶ
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
は
。

	

博
物
館
は
出
張
授
業
を
２３
回
８
４
８

人
が
参
加
。
飯
能
高
校
で
の
授
業
６

回
。
生
涯
学
習
課
９
回
１
１
８
人
が

受
講
、
今
後
も
学
び
を
支
援
す
る
。

	

学
芸
員
の
人
員
配
置
の
現
状
は
。

	

生
涯
学
習
課
に
４
名
。
博
物
館
に
４

名
配
置
。
ま
た
、
市
民
学
芸
員
制
度

に
よ
り
４０
名
を
超
え
る
人
た
ち
に
活

動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
も

人
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

	
博
物
館
の
収
蔵
庫
が
手
狭
で
は
な
い

か
。

	

ほ
ぼ
一
杯
だ
。
効
率
的
な
収
蔵
を
徹

底
し
、
新
た
な
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問答問答問答問答

	

産
学
官
金
連
携
協
定
の
意
義
と
は
。

	

民
間
の
持
つ
活
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
で
高

度
な
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
。

	

協
定
を
実
現
性
の
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
の
取
り
組
み
は
し
て
い
る
か
。

	

事
業
案
協
議
、
進
捗
確
認
、
期
限
、

定
期
的
な
打
ち
合
わ
せ
等
実
効
性
を

担
保
す
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

	

協
定
締
結
後
の
進
捗
が
見
え
な
い
。

　
　
進
捗
成
果
の
見
え
る
化
が
必
要
で
は

な
い
か
。
連
携
協
定
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を
指
摘
す
る
。

	

取
り
組
み
や
成
果
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
を
通
じ
た
情
報
発
信
に
努
め
る
。

問答問答問答

一 般 質 問

加
藤
　
由
貴
夫
（
み
ど
り
の
会
）

文
化
財
行
政
に
期
待
す
る
も
の
、

市
と
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る

産
学
官
金
連
携
協
定
に
つ
い
て

中
元
　
　
太
（
公
明
党
）

１
０
３
万
円
の
壁
見
直
し
の
影
響

住
宅
強
盗
事
件
と
闇
バ
イ
ト
対
策

聴
覚
障
が
い
者
支
援
の
こ
れ
か
ら
他



市
民
か
ら
市
議
会
へ
提
出

（
12
月
定
例
会
）

陳

情

陳
情
書
（
各
種
「
空
き
家
事
業
」
で
宅
建
協
会
会

員
へ
取
り
次
ぐ
際
に
評
価
証
明
等
の
情
報
開
示
に

つ
い
て
空
き
家
所
有
者
の
了
解
を
取
り
付
け
る
件
等
）

臓
器
移
植
に
関
わ
る
不
正
取
引
、
非
人
道
性
が
疑

わ
れ
る
国
へ
の
渡
航
移
植
等
を
防
止
す
る
た
め
の

法
整
備
等
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

横
断
歩
道
の
白
線
の
引
き
直
し
に
つ
い
て
の
陳
情

提
出
者

埼
玉
県
宅
建
政
治
連
盟
彩
西
地
区

地
区
長　
栗
原　
　
武

提
出
者

成
毛　
　
正

提
出
者

一
般
社
団
法
人　
中
国
に
お
け
る
臓
器
移
植
を
考
え
る
会

代
表　
丸
山　
治
章
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朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
「
ひ
び
き
」
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
、
市
議
会
だ
よ

り
を
音
訳
し
て
い
た
だ
い
た

「
声
の
議
会
だ
よ
り
」を
飯
能

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

声
の
議
会
だ
よ
り

（
市
議
会
だ
よ
り
の
音
声
版
）

本文（例）署名簿（例） 

･･･市民の声を市政に･･･
請願・陳情の提出方法について

○○○に関する請願

（趣旨）・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・・
 ・・・・・・・・・・・・・・・
　以上、地方自治法第124条の
規定により請願いたします。 

令和 年 月 日 
　住 所 
　氏 名       　　　　　　　  ㊞

外○名 

紹介議員   　  ◇◇◇◇ 
　同     　　　▽▽▽▽ 
　同    　　　 □□□□ 
飯能市議会議長 ○○○○様 

住 所　　  氏 名 印  

※書式例（請願の場合）Ａ４版縦書きでも可。提出者、署名者は住所、氏名（署名または
記名押印）をお願いします。

※提出先：飯能市議会事務局（市役所本庁舎４階）

　
市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
を
議
会
に
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
請
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令和７年３月定例会からインターネット議会中継をリニューア
ルし、市政に対する一般質問のみのケーブルテレビ放送・イン
ターネット録画配信から、開会日から閉会日までの本会議全て
をインターネットで録画配信します。本会議が開催されてから、
概ね５日後（土曜・日曜・祝日を除く）からご覧いただけます。
※インターネットサイトのアドレスは変わりません。
※配信映像は公式記録ではありません。
※ご利用には別途通信料がかかります。
※録画映像の著作権は飯能市に帰属します。

インターネット議会中継をリニューアルします

総 務 教 育
委 員 会

生 活 福 祉
委 員 会

経 済 建 設
委 員 会

岐阜県　山
やまがたし

県市　「こどもサポートセンターの取り組みについて」（１０月３０日）
こどもサポートセンターを開設し、発達の不安や登校しぶりのある小中学生の保護
者の相談窓口や不登校の子どもたちの支援場所としていました。

岐阜県　関
せ き し

市「不登校対策について」（１０月３１日）
市内の３中学校に関市フリー教室（Ｌ教室）を設置し、さまざまな理由で教室に行
きづらい生徒が学習・生活できる環境を整備していました。

埼玉県　横
よこぜまち

瀬町「小児科・産婦人科オンライン相談について」（８月７日）
ＬＩＮＥアプリを利用して直接、医師に相談ができるオンライン相談を全国の自治体
に先駆けて導入し、運用していました。

岡山県　岡
おかやまし

山市「ひきこもり地域支援センターについて」（１０月２４日）
ひきこもり地域支援センターを設置し、本人や家族の相談対応や訪問支援など、段
階的な支援体制を構築していました。

岡山県　総
そうじゃし

社市「ひきこもり支援事業について」（１０月２５日）
ひきこもりを地域社会の課題と捉え、支援センター、居場所、家族会など様々な取
り組みを展開していました。

新潟県　阿
あ が の し

賀野市「道の駅あがのについて」（１０月２１日）
地域おこし協力隊による移住定住相談窓口や地場産の米や野菜を活用したフードコ
ートのほか、バイパスに隣接する立地を広域的に活用していました。

新潟県　見
み つ け し

附市「スマートウエルネスみつけの取り組みについて」（１０月２２日）
　　　　　　　「見附駅周辺つかう会議について」
ウエルネスタウンみつけでは電線が地中化され、見附駅周辺つかう会議は学生や市
民、企業が中心となって駅周辺でのイベントを企画していました。



　皆さんは、パブリックコメント（意見公募）に参加し
たことはありますか。飯能市は今年、市の最上位計画で
ある『第６次飯能市総合振興計画』の策定にあたって市
民参画を予定しています。
　計画の基本的な考えは、①わかりやすく親しみやすい
②実行性と実効性の高いもの③多様な参画によるもの、
とあります。昨年11月の全員協議会の説明では、同年
７月に市民２千人を対象としたアンケートの実施他、市
民ワークショップも計３回行ったとのこと。また、今後
の計画スケジュールでは、まちづくり懇談会、地区別検
討会などの開催他、今年６月には構想案、９月は計画案
のパブリックコメントを予定しています。
　この機会に飯能市の将来像について、皆さんの意見を
届けてみてはいかがでしょうか。	 （長谷川）

☎
	042-973-	2686　
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戸田競艇開催日（埼玉県都市ボートレース企業団主催分） 2/3~2/6､2/18~2/23､3/7~3/10､3/20~3/25
お問い合わせ先　埼玉県都市ボートレース企業団事務局　TEL048-823-8711　（収益の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています。）

議会を見よう！ 議会を聴こう！ 議会を読もう！

一般質問映像を録画
配信しています。 

本会議や委員会は
公開しています。 

本会議の会議録を
公開しています。 

会議情報を掲載して
います。 

議会を調べよう！

意見書って
どういうもの？

公益に関することについて、
国や関係機関に対し、議会の
意見をまとめて提出している

文書のことだよ！

次回の3月定例会は

2月14日開会予定
会期日程等は2月10日頃内定します。

●●●●●●●議場コンサート

編集後記 表紙の風景

　子育て支援グループ、First step主催の
わっか食堂は、未就学児のお子さんのいる
子育て世帯を対象とした、テイクアウト方
式の子ども食堂です。毎月第3土曜日の午
前中、南高麗福祉センターにて開催してい
ます。	 （栗原）
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広報委員 委 員 長 パタソンひとみ　
 副委員長 栗原　義幸
 委　　員 長谷川順子　関田　直子　滝沢　　修

川の中の魚を狙うカワセミ（唐竹）川の中の魚を狙うカワセミ（唐竹）

「市民に開かれた議会を目指して」
議場コンサートを行います。

２月14日（金）
時間：午前９時から９時20分
演奏：聖望学園ハンドベルクワイア
場所：飯能市議会議場（市役所５階）

議場を訪れたことのない方も
ぜひこの機会にお越しください。


